
理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2015年度以前入
学生

全学科
卒業見込（卒業年次
生対象）

　「卒業見込」とは、卒業年度の4月の履修登録時点（4年
生以上は年1回の登録）で、以下の3つの条件を満
たしている状態を指します。なお、「卒業見込」の状態であ
る時のみ、卒業見込証明書を発行することが可
能です。
　①　4年生以上であること。
　②　「 前年度までの修得済み卒業要件単位数」と「今年
度の履修登録単位数（修得予定の単位数）」＜卒業
年度の4月に履修登録した1年分の単位＞の合計が、卒業
要件単位数以上であること。
　③　 上記②の合計単位数が、学科で定める各区分（教
養教育科目〈2014年度以前入学生：基礎科目・総合
科目〉、学部内共通科目、学科固有科目、フリーゾーン）の
所定の卒業要件単位数を満たしていること。
注） 卒業年度の前期の成績により上記「卒業見込」に係る
3つの条件を満たすことができなくなった学生は「卒
業見込」の状態ではなくなりますので、必ず理工学部教務
課へ相談に来てください。

　「卒業見込」とは、４年次の学生がそのまま学修を続けて
学年末に卒業できることが見込まれる状態のことを言いま
す。「卒業見込」の状態である時のみ、卒業見込証明書の
発行を受けることが可能です。具体的には、次の２つの条
件を満たしている学生が「卒業見込」と見なされます。
　１）　4年次であること。
　２）　 修得済みの単位数と、履修登録している科目の単
位数をあわせると、卒業要件単位（最低）数表に示す各区
分の単位数以上になること
　通常は、４年次の履修登録により「卒業見込」となりま
す。しかし、前期の単位取得状況により、「卒業見込」でなく
なることがあります。万が一、「卒業見込」でなくなった場合
には、必ず前期成績表配付後直ちに理工学部教務課に申
し出てください。

2015年3月

2014～2015
年度入学生

情報メディア学科 卒業・進級要件

（p.44-45）
＜4年進級要件＞
必修科目52単位
選択必修8単位
卒業要件単位100単位

＜4年進級要件＞
必修科目52単位
選択必修6単位
卒業要件単位100単位

2015年4月

2014～2015
年度入学生

情報メディア学科
設置科目・カリキュラ
ムフローチャート

（p.44-47）
無線通信工学：３年後期

（p.44-47）
無線通信工学：３年前期 2016年3月

2016年度入学生 全学科 履修制限単位
履修制限に含まれない科目に、「海外英語研修」（2単位）
を追加。 2016年4月

2015年度以前入
学生

全学科
教養教育科目
開設科目

2016年度から新設
「海外英語研修」（2単位）第2セメスター配当
※1年次生・2年次生のみ履修可。

2016年4月

2015年度以前入
学生

全学科 履修制限単位
履修制限に含まれない科目に、「海外英語研修」（2単位）
を追加。 2016年4月

2015年度以前入
学生

全学科 授業休止の取扱基準

2016年4月1日から新たな基準を制定しました。詳細は、本
学ホームページを参照してください。
http://www.ryukoku.ac.jp/campus_career/support/classinf
o/disaster.html

2016年4月

2015年度以前入
学生

全学科 復学願の添付書類
理由書 疾病の場合は回復診断書

2016年4月

2015年度以前入
学生

全学科

学校学生生徒旅客運
賃割引証（学割証）の
発行

年度毎に1人10枚 年度毎に1人20枚

2016年4月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2015年度以前入
学生

全学科
Ⅳ履修登録
２．履修登録手続のス
ケジュール

＜卒業年次生＞
後期
①前期成績表配付
②履修辞退制度
③定期試験
④後期成績表配付

＜卒業年次生＞
後期
①前期成績表配付
②履修登録の追加・変更
③履修辞退制度
④定期試験
⑤後期成績表配付

2016年7月

2013年度以前入
学生

機械システム工学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　73単位
卒業要件総修得単位数　134単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　73単位　E)
卒業要件総修得単位数　134単位

E)選択必修科目である学外実習（キャリア実践実習）もし
くはグローバル人材育成プログラムⅠ（海外キャリア
実践教育及び実習A）の２単位を含む。

2018年7月

2013年度以前入
学生

物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　88単位
選択必修科目単位数　6単位
卒業要件総修得単位数　134単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　88単位
選択必修科目単位数　6単位　F)
卒業要件総修得単位数　134単位

F)学部内共通科目の選択必修単位数2単位＋学科固有
科目の選択必修単位数4単位

2018年7月

2014年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　6単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　6単位　D)
卒業要件総修得単位数　124単位

D)学部内共通科目の選択必修単位数2単位＋学科固有
科目の選択必修単位数4単位

2018年7月

2015年度入学生 機械システム工学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　74単位
選択必修科目単位数　6単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　74単位
選択必修科目単位数　6単位　H)
卒業要件総修得単位数　124単位

H)教養教育科目の選択必修単位数4単位＋学部内共通
科目の選択必修単位数2単位

2018年7月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2015年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　10単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　10単位　F)
卒業要件総修得単位数　124単位

F)教養教育科目の選択必修単位数4単位＋学部内共通
科目の選択必修単位数2単位＋学科固有科目の選択必
修単位数4単位

2018年7月

2016年度入学生 機械システム工学科
卒業・進級要件

※別紙①参照

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　74単位
選択必修科目単位数　6単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　74単位
選択必修科目単位数　6単位　H)
卒業要件総修得単位数　124単位

H)教養教育科目の選択必修単位数4単位＋学部内共通
科目の選択必修単位数2単位

2018年7月

2016年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　10単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　10単位　F)
卒業要件総修得単位数　124単位

F)教養教育科目の選択必修単位数4単位＋学部内共通
科目の選択必修単位数2単位＋学科固有科目の選択必
修単位数4単位

2018年7月

2017年度入学生 機械システム工学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　74単位
選択必修科目単位数　6単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　74単位
選択必修科目単位数　6単位　H)
卒業要件総修得単位数　124単位

H)教養教育科目の選択必修単位数4単位＋学部内共通
科目の選択必修単位数2単位

2018年7月

2017年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　10単位
卒業要件総修得単位数　124単位

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
＜卒業＞
必修科目単位数　84単位
選択必修科目単位数　10単位　F)
卒業要件総修得単位数　124単位

F)教養教育科目の選択必修単位数4単位＋学部内共通
科目の選択必修単位数2単位＋学科固有科目の選択必
修単位数4単位

2018年7月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2013年度以前入
学生

物質化学科
卒業・進級要件

※別紙⑤参照

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
A）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
A）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。な
お、4年次進級時の取り扱いは、「進級に係わる取得単位
（最低）数表　注意事項E)」のとおりとなる。

2018年11月

2013年度以前入
学生

物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
Ｅ）　グリーンケミストリー科目の余分に取得した単位（4科
目のうち3科目以上）は、4年次進級の際には「必修科目
単位数」と「選択必修科目谷数」を合わせた単位数に換算
する。

2018年11月

2014年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
A）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
A）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。な
お、4年次進級時の取り扱いは、「進級に係わる取得単位
（最低）数表　注意事項E)」のとおりとなる。

2018年11月

2014年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
Ｅ）　グリーンケミストリー科目の余分に取得した単位（4科
目のうち3科目以上）は、4年次進級の際には「必修科目
単位数」と「選択必修科目谷数」を合わせた単位数に換算
する。

2018年11月

2015年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。な
お、4年次進級時の取り扱いは、「進級に係わる取得単位
（最低）数表　注意事項D)」のとおりとなる。

2018年11月

2015年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）なお、グリーンケミスト
リー科目の余分に取得した単位（4科目のうち3科目以上）
は、4年次進級の際には「必修科目単位数」と「選択必修
科目谷数」を合わせた単位数に換算する。

2018年11月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2016年度入学生 物質化学科
卒業・進級要件

※別紙②参照

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。な
お、4年次進級時の取り扱いは、「進級に係わる取得単位
（最低）数表　注意事項D)」のとおりとなる。

2018年11月

2016年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）なお、グリーンケミスト
リー科目の余分に取得した単位（4科目のうち3科目以上）
は、4年次進級の際には「必修科目単位数」と「選択必修
科目谷数」を合わせた単位数に換算する。

2018年11月

2017年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。な
お、4年次進級時の取り扱いは、「進級に係わる取得単位
（最低）数表　注意事項D)」のとおりとなる。

2018年11月

2017年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）なお、グリーンケミスト
リー科目の余分に取得した単位（4科目のうち3科目以上）
は、4年次進級の際には「必修科目単位数」と「選択必修
科目谷数」を合わせた単位数に換算する。

2018年11月

2018年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。

(1)卒業要件単位（最低）数表
注意事項
B）　グリーンケミストリー関連科目より、4単位修得するこ
と。余剰分は学科固有科目の選択科目に計上される。な
お、4年次進級時の取り扱いは、「進級に係わる取得単位
（最低）数表　注意事項D)」のとおりとなる。

2018年11月

2018年度入学生 物質化学科 卒業・進級要件

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）

(3)進級に係わる取得単位（最低）数表
注意事項
D）　必修科目の全て学部内共通科目・学科固有科目の選
択科目の選択必修との合計単位とする。（教養教育科目
の選択必修の単位は含めない。）なお、グリーンケミスト
リー科目の余分に取得した単位（4科目のうち3科目以上）
は、4年次進級の際には「必修科目単位数」と「選択必修
科目谷数」を合わせた単位数に換算する。

2018年11月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2017年度入学生

数理情報学科
電子情報学科

機械システム工学科
物質化学科

情報メディア学科
環境ソリューション工学

科

履修登録制限単位数

履修登録制限単位数に含まれない科目
　①　諸課程科目（教職課程、本願寺派教師資格課程、博
物館学芸員課程）などの随意科目
　②　授業期間外に実施される科目
　③　大学コンソーシアム京都と環びわ湖大学・地域コン
ソーシアムの単位互換制度科目

履修登録制限単位数に含まれない科目
　①　諸課程科目（教職課程、本願寺派教師資格課程、博
物館学芸員課程）などの随意科目
　②　授業期間外に実施される科目
　③　大学コンソーシアム京都と環びわ湖大学・地域コン
ソーシアムの単位互換制度科目
　④　放送大学科目

2018年11月

2018年度入学生

電子情報学科
物質化学科

情報メディア学科
環境ソリューション工学

科

履修登録制限単位数

履修登録制限単位数に含まれない科目
　①　諸課程科目（教職課程、本願寺派教師資格課程、博
物館学芸員課程）などの随意科目
　②　授業期間外に実施される科目
　③　大学コンソーシアム京都と環びわ湖大学・地域コン
ソーシアムの単位互換制度科目

履修登録制限単位数に含まれない科目
　①　諸課程科目（教職課程、本願寺派教師資格課程、博
物館学芸員課程）などの随意科目
　②　授業期間外に実施される科目
　③　大学コンソーシアム京都と環びわ湖大学・地域コン
ソーシアムの単位互換制度科目
　④　放送大学科目

2018年11月

2018年度以前入学
生

全学科
履修要項ＷＥＢサイト
URL

http://kyoga.fks.ryukoku.ac.jp/rishu/

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

【変更事由】
Google Chromeをはじめとする各社のブラウザは、よりわ
かりやすいセキュリティ情報を配信するために、HTTPSの
Webサイトを「安全」、HTTPのサイトを「危険」と表示するシ
ステムを導入しました。これに伴い、本学もHTTPSでWeb
サイトを表示できるように対応しました。

2019年3月

2014～2018年度入
学生

全学科

履修の心得

Ⅲ．履修登録

３．履修登録制限単
位数

【履修登録制限単位数に関する特別措置】
  成績優秀者（直前学期の累積GPAが3.5以上の者）につ
いては、先端理工学部が定める所定の手続きをおこなった
場合、上記の履修登録制限単位数を2単位拡大することが
できます。

2020年3月

2018年度入学生 全学科

第２部　教育課程

Ⅳ．その他の教育課程・
教育プログラム

「放送大学科目」履修制
度

放送大学とは、テレビ・ラジオ、またその記録媒体等を効果的に
活用して、大学教育の機会を多くの人々に提供していく正規の大
学で、放送大学学園法に基づき設立されています。

【数理情報学科、機械システム工学科のみ】
この「放送大学科目」を受講する学生は、放送大学では「特別聴
講学生」として扱われます。
本学と放送大学が単位互換に関する協定を締結したことにより、
2014 年度以前入学生は教養教育科目（総合科目）の随意科目と
して 4 単位まで、2015年度以降入学生は随意科目として 4 単位
まで認定されます。

放送大学とは、テレビ・ラジオ、またその記録媒体等を効果的に
活用して、大学教育の機会を多くの人々に提供していく正規の大
学で、放送大学学園法に基づき設立されています。

この「放送大学科目」を受講する学生は、放送大学では「特別聴
講学生」として扱われます。
本学と放送大学が単位互換に関する協定を締結したことにより、
2014 年度以前入学生は教養教育科目（総合科目）の随意科目と
して4 単位まで、2015年度以降入学生は随意科目として 4 単位
まで認定されます。

2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2018年度入学生 数理情報学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
１）コア選択必修科目の備考欄の記号（Ｍ）、（Ｐ）、（Ｉ）はそれぞれ
（Ｍ）数理解析コア科目群　（Ｐ）応用数理コア科目群　（Ｉ）情報科
学コア科目群に属する科目であることを表している。「（Ｐ）（Ｉ）」の
ように複数の記号のついた科目は、対応するコ ア科目群のいず
れにも属している。３つのコア科目群のうちいずれか１つから14
単位以上修得すること。

２）  特別講義は１年次から４年次まで通して講義が行われるが４
年後期に単位認定を行う。履修登録は４年次に行うこと。

注意事項
１）コア選択必修科目の備考欄の記号（Ｍ）、（Ｐ）、（Ｉ）はそれぞれ
（Ｍ）数理解析コア科目群　（Ｐ）応用数理コア科目群　（Ｉ）情報科
学コア科目群に属する科目であることを表している。「（Ｐ）（Ｉ）」の
ように複数の記号のついた科目は、対応するコ ア科目群のいず
れにも属している。３つのコア科目群のうちいずれか１つから14
単位以上修得すること。

２）特別講義は１年次から４年次まで通して講義が行われるが４
年後期に単位認定を行う。履修登録は４年次に行うこと。

３）「学外実習（キャリア実践実習）」、「協定型インターンシップ」い
ずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含める。

2020年3月

2018年度入学生 機械システム工学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
1）「基礎数学」および「基礎物理学」は1年次のみ履修可能であ
り、学科固有科目（選択）として認定する。

注意事項
1）「基礎数学」および「基礎物理学」は1年次のみ履修可能であ
り、専門応用科目（選択）として認定する。

２）「学外実習（キャリア実践実習）」、「協定型インターンシップ」い
ずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含める。 2020年3月

2018年度入学生 物質化学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
1）「学外実習（キャリア実践実習）」、「協定型インターンシップ」い
ずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含める。

2020年3月

2018年度入学生
数理情報学科

機械システム工学科
物質化学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　選択　２
配当年次：　１年次　前期 2020年3月

2018年度入学生 電子情報学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　随意　②
配当年次：　１年次　前期 2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2018年度入学生 情報メディア学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　選択　２
配当年次：　１年次　前期
備考：　■

2020年3月

2018年度入学生
環境ソリューション工学

科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門応用科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　選択必修　２
配当年次：　１年次　前期
備考：　※

2020年3月

2016年度以前入学
生

全学科

履修の心得

Ⅴ．筆答試験

７．筆答試験時間

2020年3月

2017年度入学生 全学科

第１部　履修の心得

Ⅴ．成績評価

１２．筆答試験時間

2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2018年度入学生 全学科

第１部　履修の心得

Ⅵ．成績評価

１２．筆答試験時間

2020年3月

2014～2018年度入
学生

数理情報学科
電子情報学科

環境ソリューション工学
科

教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・
履修方法

❷学部固有科目の履
修方法

４．設置科目

学部内共通科目に以下２科目を追加。

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　選択　２
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

授業科目：　クラウドコンピューティング演習
単位数：　選択　２
配当年次：　２年次　４Q（第４クォーター）

2020年3月

2014～2018年度入
学生

機械システム工学科
物質化学科

情報メディア学科

教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・
履修方法

❷学部固有科目の履
修方法

４．設置科目

学部内共通科目に以下２科目を追加。

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　随意　２
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

授業科目：　クラウドコンピューティング演習
単位数：　随意　２
配当年次：　２年次　４Q（第４クォーター）

2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2018年度入学生
環境ソリューション工学

科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
1）※印の選択必修科目より２単位修得すること。「学外実習（キャ
リア実践実習）」、「協定型インターンシッ プ」、「グローバル人材
育成プログラムⅠ」は専門応用科目の選択必修科目として集計
する。
なお、「グローバル人材育成プログラム」の履修希望者は、必ず
Ⅰ・Ⅱ両方を登録すること。

2） ★印の選択必修科目より２単位以上修得すること。なお、配属
された研究室の研究内容に関連する科目 を優先して履修するこ
と。

3）●は、通常の開講学期であるが、カリキュラム改革および他学
科合併開講の都合上、○の学期に開講さ れているので注意する
こと。

注意事項
1）※印の選択必修科目より2単位修得すること。「学外実習（キャ
リア実践実習） 」 、「協定型インターンシ ップ」 、「グローバル人
材育成プログラムⅠ」は専門応用科目の選択必修科目として集
計する。
なお、「グローバル人材育成プログラム」の履修希望者は、必ず
Ⅰ・Ⅱ両方を登録すること。
また、※印の科目はいずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含
める。

2）★印の選択必修科目より2単位以上修得すること。なお、配属
された研究室の研究内容に関連する科目 を優先して履修するこ
と。

3）カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があ
ります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してく
ださい。 （URL）https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

2020年3月

2019年度入学生 全学科

第１部　履修の心得

Ⅳ．履修登録

４．履修登録制限単位数

【履修登録制限単位数に関する特別措置】
  成績優秀者（直前学期の累積GPAが3.5以上の者）について
は、先端理工学部が定める所定の手続きを
おこなった場合、上記の履修登録制限単位数を2単位拡大するこ
とができます。 2020年3月

2019年度入学生 全学科

第１部　履修の心得

Ⅵ．成績評価

１２．筆答試験時間

2020年3月

2019年度入学生

数理情報学科
電子情報学科

環境ソリューション工学
科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下２科目を追加。

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　選択　２
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

授業科目：　クラウドコンピューティング演習
単位数：　選択　２
配当年次：　２年次　４Q（第４クォーター）

2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2019年度入学生
機械システム工学科

物質化学科
情報メディア学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下２科目を追加。

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　随意　②
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

授業科目：　クラウドコンピューティング演習
単位数：　随意　②
配当年次：　２年次　４Q（第４クォーター）

2020年3月

2019年度入学生 全学科

第２部　教育課程

Ⅳ．その他の教育課程・
教育プログラム

「放送大学科目」履修制
度

放送大学とは、テレビ・ラジオ、またその記録媒体等を効果的に
活用して、大学教育の機会を多くの人々に提供していく正規の大
学で、放送大学学園法に基づき設立されています。

【数理情報学科、機械システム工学科のみ】
この「放送大学科目」を受講する学生は、放送大学では「特別聴
講学生」として扱われます。
本学と放送大学が単位互換に関する協定を締結したことにより、
2014 年度以前入学生は教養教育科目（総合科目）の随意科目と
して 4 単位まで、2015年度以降入学生は随意科目として 4 単位
まで認定されます。

放送大学とは、テレビ・ラジオ、またその記録媒体等を効果的に
活用して、大学教育の機会を多くの人々に提供していく正規の大
学で、放送大学学園法に基づき設立されています。

この「放送大学科目」を受講する学生は、放送大学では「特別聴
講学生」として扱われます。
本学と放送大学が単位互換に関する協定を締結したことにより、
2014 年度以前入学生は教養教育科目（総合科目）の随意科目と
して4 単位まで、2015年度以降入学生は随意科目として 4 単位
まで認定されます。

2020年3月

2019年度入学生
数理情報学科

機械システム工学科
物質化学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　選択　２
配当年次：　１年次　前期 2020年3月

2019年度入学生 数理情報学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
１）コア選択必修科目の備考欄の記号（Ｍ）、（Ｐ）、（Ｉ）はそれぞれ
（Ｍ）数理解析コア科目群　（Ｐ）応用数理コア科目群　（Ｉ）情報科
学コア科目群に属する科目であることを表している。「（Ｐ）（Ｉ）」の
ように複数の記号のついた科目は、対応するコ ア科目群のいず
れにも属している。３つのコア科目群のうちいずれか１つから14
単位以上修得すること。

２）  特別講義は１年次から４年次まで通して講義が行われるが４
年後期に単位認定を行う。履修登録は４年次に行うこと。

注意事項
１）コア選択必修科目の備考欄の記号（Ｍ）、（Ｐ）、（Ｉ）はそれぞれ
（Ｍ）数理解析コア科目群　（Ｐ）応用数理コア科目群　（Ｉ）情報科
学コア科目群に属する科目であることを表している。「（Ｐ）（Ｉ）」の
ように複数の記号のついた科目は、対応するコ ア科目群のいず
れにも属している。３つのコア科目群のうちいずれか１つから14
単位以上修得すること。

２）特別講義は１年次から４年次まで通して講義が行われるが４
年後期に単位認定を行う。履修登録は４年次に行うこと。

３）「学外実習（キャリア実践実習）」、「協定型インターンシップ」い
ずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含める。

2020年3月

2019年度入学生 機械システム工学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
1）「基礎数学」および「基礎物理学」は1年次のみ履修可能であ
り、専門応用科目（選択）として認定する。

注意事項
1）「基礎数学」および「基礎物理学」は1年次のみ履修可能であ
り、専門応用科目（選択）として認定する。

２）「学外実習（キャリア実践実習）」、「協定型インターンシップ」い
ずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含める。 2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2019年度入学生 物質化学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
1）「学外実習（キャリア実践実習）」、「協定型インターンシップ」い
ずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含める。

2020年3月

2019年度入学生 電子情報学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　随意　②
配当年次：　１年次　前期 2020年3月

2019年度入学生 情報メディア学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門基礎科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　選択　２
配当年次：　１年次　前期
備考：　■

2020年3月

2019年度入学生
環境ソリューション工学

科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

専門応用科目に以下１科目を追加。

授業科目：　協定型インターンシップ
単位数：　選択必修　２
配当年次：　１年次　前期
備考：　※

2020年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2019年度入学生
環境ソリューション工学

科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項
1）※印の選択必修科目より2単位修得すること。「学外実習（キャ
リア実践実習） 」 、「協定型インターンシ ップ」 、「グローバル人
材育成プログラムⅠ」は専門応用科目の選択必修科目として集
計する。 なお、「グローバル人材育成プログラム」の履修希望者
は、必ずⅠ・Ⅱ両方を登録すること。

 2）★印の選択必修科目より2単位以上修得すること。なお、配属
された研究室の研究内容に関連する科目 を優先して履修するこ
と。

 3）カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があ
ります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してく
ださい。 （URL）https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1）※印の選択必修科目より2単位修得すること。「学外実習（キャ
リア実践実習） 」 、「協定型インターンシ ップ」 、「グローバル人
材育成プログラムⅠ」は専門応用科目の選択必修科目として集
計する。 なお、「グローバル人材育成プログラム」の履修希望者
は、必ずⅠ・Ⅱ両方を登録すること。
また、※印の科目はいずれか1科目（2単位）のみ、卒業要件に含
める。

 2）★印の選択必修科目より2単位以上修得すること。なお、配属
された研究室の研究内容に関連する科目 を優先して履修するこ
と。

 3）カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があ
ります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してく
ださい。 （URL）https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

2020年3月

2014～2018年度入
学生

数理情報学科
電子情報学科

環境ソリューション工学
科

教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・
履修方法

❷学部固有科目の履
修方法

４．設置科目

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　選択　２
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

（削除） 2021年3月

2014～2018年度入
学生

機械システム工学科
物質化学科

情報メディア学科

教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・
履修方法

❷学部固有科目の履
修方法

４．設置科目

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　随意　②
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

（削除） 2021年3月

2018年度以前入学
生

全学科

第１部　履修の心得

Ⅴ．成績評価

筆答試験時間

2021年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2018年度以前入学
生

全学科

第１部　履修の心得

Ⅱ．単位制度と単位の
認定

授業時間

2021年3月

2019年度入学生

数理情報学科
電子情報学科

環境ソリューション工学
科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　選択　２
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

（削除） 2021年3月

2019年度入学生
機械システム工学科

物質化学科
情報メディア学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

授業科目：　ディジタルクリエイティブ基礎
単位数：　随意　②
配当年次：　２年次　３Q（第３クォーター）

（削除） 2021年3月

2019年度入学生 数理情報学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

P.41　備考欄

授業科目：　情報処理の基礎
単位数　 ：　必修　２
備考　　　：　（I）

授業科目：　計算機システムⅡ
単位数　 ：　コア　２
備考　　　：　空白

授業科目：　プログラミング及び実習
単位数　 ：　必修　３
備考　　　：　（I）

授業科目：　データ構造とアルゴリズム
単位数　 ：　コア　２
備考　　　：　空白

P.41　備考欄

授業科目：　情報処理の基礎
単位数　 ：　必修　２
備考　　　：　空白

授業科目：　計算機システムⅡ
単位数　 ：　コア　２
備考　　　：　（I）

授業科目：　プログラミング及び実習
単位数　 ：　必修　３
備考　　　：　空白

授業科目：　データ構造とアルゴリズム
単位数　 ：　コア　２
備考　　　：　（I）

2021年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2019年度入学生 全学科

第１部　履修の心得

Ⅴ．成績評価

筆答試験時間

2021年3月

2019年度入学生 全学科

第１部　履修の心得

Ⅱ．単位制度と単位の
認定

授業時間

2021年3月

2019年度以前入学
生

全学科

第１部　履修の心得

Ⅳ．授業科目の開設方
法

「オンライン授業について」（以下URLのPDFファイル）を追記。

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/pdf/02/2022/onl
ine_lebjhuc.pdf

2022年3月

2019年度以前入学
生

全学科

第１部　履修の心得

Ⅵ．成績評価

追試験

　追試験受験希望者は、追試験受験願および欠席理由証明書
（医師診断書、交通遅延証明書または事故理由書、就職試験等
による場合は会社あるいは団体が発行する証明書等）をその科
目の試験日を含めて4 日以内（土・日・祝日は含めない。ただし、
土曜日が試験日の場合は試験当日を含む4 日以内）に先端理工
学部教務課窓口に提出しなければなりません。
交通遅延証明書のうち、Web 発行によるものは本人が乗車した
ことを証明するものではありませんので、欠席理由の証明書とし
て、本学では取り扱いできません。
交通遅延証明書は従来通り、「本人が乗降した際に各駅にて受
け取ることができるもの」のみを証明書として取り扱います。

追試験受験希望者は、追試験受験願および欠席理由証明書（医
師診断書、交通遅延証明書（WEB 発行の証明書可）または事故
理由書、就職試験等による場合は会社あるいは団体が発行する
証明書等）をその科目の試験日を含めて4 日以内（土・日・祝日
は含めない。ただし、土曜日が試験日の場合は試験当日を含む4
日以内）に先端理工学部教務課窓口に提出しなければなりませ
ん。

2022年3月

2019年度以前入学
生

全学科

第４部　学修生活の手引
き

Ⅲ．学籍の取り扱い

5．休学と復学
学生が疾病またはその他の事情により、3 ケ月以上修学を中断
しようとするときは、休学を願い出ることができます。

5．休学と復学
学生が疾病またはその他の事情により、3 ケ月以上修学を中断
しようとするときは、休学を願い出ることができます。
ただし、休学は進級や卒業等に影響を及ぼすことから履修計画
には十分に注意してください。
特に、休学する年度に卒業を希望する場合、必ず先端理工学部
教務課に相談してください。

2022年3月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2018～2019年度入
学生

全学科

第２部　教育課程

Ⅲ．教育課程の編成・履
修方法

❷固有科目の履修方法

４．設置科目

注意事項に以下を追加。

「協定型インターンシップ」の対象年次は上限があります。詳細に
ついては履修要項WEBサイトで確認してください。

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03
2022年3月

2019年度以前入学
生

全学科
第１部　履修の心得

Ⅶ．教育支援

6.理工学部初年次学習支援センター

10.Intensive English Program
（削除） 2023年3月

2019年度以前入学
生

全課程
第 5 部 大学院進学を目
指す方へ

2024年4月からの先端理工学研究科の開設に伴い、記載を見直
しております。
自身の入学年度に関わらず、最新の入学年度の履修要項を参
照するようにしてください。不明な点は、先端理工学部教務課に
お問い合わせください。

2024年3月

2019年度以前入学
生

全課程

第１部 履修の心得
Ⅳ．授業科目の開設方
法
2．授業科目の開講形態

サマーセッションを利用して開講される科目については、下記の
取扱となります。

（注）履修登録できる科目数は 2 科目までとなります。授業日程
が他の科目と重複する場合は、1 科目しか履修登録できない場
合がありますので、各科目の開講日程に注意してください。サ
マーセッションの開講期間・開講場所などについては、別途ポー
タルサイト等にてお知らせします。

2024年3月

2019年度以前入学
生

全課程

第 4 部 学修生活の手
引き
Ⅲ．学籍の取り扱い
5．休学と復学
⑶ 休学中の学費

休学在籍料（200,000 円（年間）） 休学在籍料（100,000 円（年間））

※2024年度から休学在籍料の改訂を行います。入学年度にかか
わらず適用されます。 2024年3月

2019年度以前入学
生

全課程

該当共通原稿：②
（for2023）第1部 履修の
心得
Ⅴ履修登録
2.履修登録制限単位数

（注1）編転入学した者のカリキュラムは、編入学または転入学し
た年度ではなく、入学を認められた学年の在学生と同様のカリ
キュラムを適用します。再入学した者については、原則離籍前と
同年度のカリキュラムを、復学した者については、休学前と同年
度のカリキュラムをそれぞれ適用します。

削除

2025年4月
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理工学部　履修要項　冊子配付後の変更点

対象入学年度 対象学科 変更箇所 変更前 変更後 変更年月

2019年度以前入学
生

全課程

該当共通原稿：⑦
（for2023）第4部 学修生
活の手引き
5.休学と復学
（5）の下に追記

- （6）復学した際のカリキュラム
復学した者については、休学前と同様のカリキュラムをそれぞれ
適用します。

2025年4月

2019年度以前入学
生

全課程

該当共通原稿：⑦
（for2023）第4部 学修生
活の手引き
6..再入学
（4）の内容変更

(4)再入学を願い出る時は、学費等納入規程に定める受験料を納
め、所定の期間内に手続きをしなければなりません。なお、出願
期間、出願書類等については入試部に問い合わせてください。

 （4）再入学を願い出る時は、学費等納入規程に定める受験料を
納め、所定の期間内に手続きをしなければなりません。なお、出
願期間、出願書類等については入試部に問い合わせてください。
なお、再入学した者については、原則として、入学を認められた
学年の他の在学生と同様のカリキュラムを適用します。

2025年4月

2019年度以前入学
生

全課程

該当共通原稿：⑦
（for2023）第4部 学修生
活の手引き
7.編入学・転入学
（3）の内容変更

(3)他の大学へ転学を希望する学生は、学長に願い出てその許可
を受けなければならない。（学則18条の3）
※本学の他学部（学科・専攻）への転入学の場合は、学則19条に
基づく退学の手続きが必要となります。

（3）他の大学へ転学を希望する学生は、学長に願い出てその許
可を受けなければならない。（学則19条）
※本学の他学部（同一学部内の他学科・専攻を含む）への転入
学の場合は、学則19条に基づく退学の手続きが必要となります。
また、編転入学した者のカリキュラムは、編入学または転入学し
た年度ではなく、入学を認められた学年の他の在学生と同様のカ
リキュラムを適用します。

2025年4月

2019年度以前入学
生

全課程
該当共通原稿：履修要
項全体

予備登録
事前登録
本登録

抽選登録
選抜登録
オープン登録 2025年4月

2019年度以前入学
生

全課程

第 2 部 教育課程
Ⅲ 教育課程の編成・履
修方法
❸卒業年次生の大学院
授業科目の履修
1．出願資格

④各コース（専攻）において別途定める基準を満たす者

（削除） 2025年3月

2019年度以前入学
生

全課程

第 5 部 大学院進学を目
指す方へ
Ⅳ．研究助成
「1．修士課程」および
「2．博士後期課程」に追
加

大学院研究活動奨励・支援制度
申請にもとづき、学会参加費、調査にかかる交通・宿泊費、論文
投稿・校正費、自主研究会の経費、博士論文出版費などの支援
を行います。詳細はHPをご確認ください。
＜窓口：龍谷大学教学部（メールにてお問い合わせください。）＞
e-mail：daigakuin-shien@ad.ryukoku.ac.jp

2025年3月
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